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生徒（子供）向け展示記録
第8回名古屋大学博物館特別展示“時を測る”より

Records of 8th NUM Special Exhibition
“Accounting time” for school students

野崎ますみ （NOZAKI Masumi）

名古屋大学博物館

The Nagoya University Museum, Chikusa-ku, Nagoya 464-8601, Japan

会　場：名古屋大学博物館展示室

会　期：2005年 3月 23日～７月31日

　この記録は第８回特別期間中、生徒･子供向けに会場内で展示、配布した解説資料に基づき、その資

料の記録と共に、作成上の意義とその留意点についてまとめた。

子供向け解説資料の意義

　名古屋大学博物館では、その柱の一つに次世代教育をうたっている。しかしながら、展示においては、

体験コーナーなど工夫しているにもかかわらず、小中高生の広い年代に対して、内容の理解とそこから

湧き出てくる知的好奇心を引き出すのは難しい。

　そこで今回は、通常の特別展で配布している子供向けの解説パンフレットとは別に、各コーナーごと

に実験的に生徒向け解説パネルを準備し、少しでも次世代の興味を引き出す工夫をした。

生徒･子供向け作成上の留意点

　解説パネルを作るにあたっての実際のテクニック。

　１）展示室では立って読むので出来るだけ字数やパネルの枚数を少なくする。

　２）イラスト、写真、図などを多用して、分かり易くすると共に目を引いて読んでみようかと言う

気持ちを起こさせる。

　３）「～を探してみよう」とか「～ってなに？」というように、問いかけの文書を入れ能動的な考え

・行動を起こさせるきっかけにする。

　４）ルビを振り小学生にも読めるようにし、受動的な文章は避け、能動的文章に努める。 （例、～よっ

ておこなわれた　→　～がおこなった）また小学生には理解が難しくても付き添いの親が読ん

で、分かり易く話せるように作る。

　５）パネルは子供にも読めるよう、低い位置に展示する。

　さらに、以下のことに注意を払い製作した。

　１）そのコーナーで、一番伝えたいことを見つけ出し、強調して書く。

　２）強調のじゃまになるようなことは、そぎ落とす。

　３）しかし、上記の２点によって事実と現実性が損なわれないように十分注意する。
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　４）展示されている所蔵品やデータなどをよく観察するきっかけになるようにする。

　５）大学博物館の特性から、名古屋や大学の独自の研究で、何が行われているか（いたか）、分かっ

たか、それがどう発展するか（したか）などを明確にする。

　６）前提、原理などは省かず、短いながらもきちんと書くことが、理解度を深めると考える。

　以下が、これらに基づき作成した解説パネルと配布パンフレットの記録である。

解説パネル （各コーナー１枚、計４枚）
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配布用子供向け解説パンフレット（裏表印刷、三つ折り）


